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発 行

共
産
党
県
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い

「
日
本
共
産
党
福
島
県
議
団
」
で
「
検
索
」
す
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党

県
政
報
告

県
政
報
告

知
事
の
新
政
権
へ
の
認
識
問
う

社
会
保
障
制
度
、
生
活
の
安

「

」

定
求
め
る
気
持
ち
の
表
れ

質
問
の
冒
頭
に
新
政
権
の
誕
生

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
知
事

の
認
識
を
問
い

佐
藤
知
事
は

新

、

、「

政
権
の
誕
生
は
、
社
会
保
障
制
度

の
充
実
や
将
来
の
生
活
の
安
定
や

変
化
を
求
め
た
い
と
い
う
国
民
の

気
持
ち
が
表
れ
た
も
の
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

月

万
円
の
支
援
制
度
を

10
雇
用
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
て

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
内
控
室

福
島
市
杉
妻
町
２
の
１
６

電

話

０
２
４
・
５
２
１
・
７
６
１
８

０
２
４
・
５
２
３
・
３
２
５
６

F
A
X

お
り
、
特
に
、
来
春
の
高
卒
者
へ

の
求
人
が
昨
年
の
半
分
以
下
と
深

刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卒

業
と
同
時
に
失
業
者
と
い
う
事
態

を
く
い
止
め
る
た
め
に
、
資
格
取

得
経
費
の
補
助
や
職
業
訓
練
の
機

会
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
、
も

し
就
職
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
月

額

万
円
を
支
給
す
る
制
度
創
設

10
を
提
案
し
ま
し
た
。

経
営
体
力
あ
り
な
が
ら

雇
用
を
破
壊
す
る

富
士
通
に
税
金
と
は
！

ま
た
、
会
津
若
松
市
の
富
士
通、

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は

多
額
の
内
部
留
保
金
や
配
当
金
を

出
す
体
力
が
あ
り
な
が
ら
、
正
社

員
を
次
々
と
解
雇
し
て
い
る
一
方

で
、
離
職
者
支
援
と
称
し
て
介
護

施
設
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
人
件
費

な
ど
を
県
の
雇
用
対
策
基
金
事
業

か
ら
税
金
で
１
億
７
千
万
円
も
手

当
て
さ
れ
る
問
題
を
指
摘
。

教
育
費
の
実
態
把
握
を

子
ど
も
の
貧
困
解
消
を
テ
ー
マ

に
、
特
に
、
高
校
生
１
人
に
係
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
授
業
料
以
外
の

教
育
費
の
負
担
軽
減
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
県
立
高
校
の
授
業
料

免
除
基
準
を
生
活
保
護
の
１
・
３

倍
（
世
帯
年
収
３
５
０
万
円
）
ま、

で
拡
充
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
が

９月定例県議会

つ
い
に
実
現
へ

あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校
増
築

県
は
９
月
補
正
予
算
で

「
あ
ぶ

、

く
ま
養
護
学
校
」
の
校
舎
増
築
費

約
６
億
３
６
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

県
立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校
は
、

こ
こ
数
年
前
か
ら
児
童
・
生
徒
数

が
増
え
て
、
教
室
不
足
が
大
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、

年
２
月
県
議
会
で
取
り
上

07

げ
ま
し
た
。

発
表
の
翌
日
に
、
神
山
悦
子
県

議
が
学
校
や
保
護
者
を
訪
問
し
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん

か
ら
も
喜
び
の
声
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

つ
、
県
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
加

が
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
石
炭
火
発
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
へ
の
燃
料
転
換
、
削
減
義
務

を
伴
う
企
業
と
の
協
定
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
胆
な
導
入
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
原
発
が
Ｃ

Ｏ
２
を
出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
と
す
る
論
調
に
対
し
、
問
題
点

を
指
摘
し
反
論
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
を
す
る
神
山
悦
子
県
議

（

月
７
日
）

10

佐藤議長と懇談・要望する青年のみなさんと県議団
（ 月６日・県議会議長室）10

県
教
育
長
は
、
再
三
の
追
及
に
教

育
費
負
担
の
実
態
把
握
は
検
討
す

る
と
答
弁
し
た
も
の
の
、
減
免
基

準
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
と
答

弁
。

火
発
の
燃
料
転
換
迫
れ

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

政
権
が

年
比

％
削
減
の
中
期

90

25

目
標
を
掲
げ
た
こ
と
を
評
価
し
つ

青
年
雇
用
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
（
岩
渕
友
実
行
委
員
長
）
は
、

月
６
日
、
佐
藤
憲
保
県
議
会
議

10長
を
訪
れ
、
高
校
生
の
就
職
支
援

な
ど
の
意
見
書
可
決
を
求
め
る
請

願
を
提
出
し
ま
し
た
。

岩
渕
友
実
行
委
員
長
な
ど
５
人

の
青
年
が
５
７
９
人
分
の
「
若
者

に
未
来
を
！
」
署
名
を
議
長
に
手

渡
し
、
要
望
、
懇
談
し
ま
し
た
。

て
い
る
と
の
認
識
を
示
し

「
こ
の

、

問
題
は
党
派
を
こ
え
て
誰
し
も
が

。

、

一
致
で
き
る

県
議
会
と
し
て
も

今
度
国
に
要
望
に
行
く
が
、
そ
の

と
き
の
主
要
な
柱
に
し
て
い
き
た

い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

来
春
に
む
け
た

対
策
の
具
体
化
を

雇
用
情
勢
は
、
年
末
に
向
け
て

い
っ
そ
う
深
刻
と
な
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
字
通
り
党

派
を
こ
え
た
緊
急
の
対
策
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
し
た
「
新
規
学
卒
者
の
就

職
難
に
緊
急
対
策
を
と
る
よ
う
国」

に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

「
若
者
の
就
職
支
援
を
抜
本
的
に

強
化
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願

「
経
済
的
理
由

」

か
ら
学
べ
な
い
若
者
を
つ
く
ら
な

い
よ
う
に
国
に
意
見
書
の
提
出
を

」

求
め
る
請
願

の
３
件
は
、

継
続
扱
い
と

。

さ
れ
ま
し
た

高
校
生
の
就
職

３
人
に
１
人
の
求
人

岩
渕
実
行
委
員
長

は
、
県
内
で
３
人
に
１

人
分
し
か
求
人
が
な
い

状
況
を
グ
ラ
フ
に
し
た

パ
ネ
ル
を
示
し
な
が

ら

「
社
会
人
１
年
生

、
を
失
業
者
と
し
て
迎
え

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

必
死
で
や
っ
て
き
た
。

県
議
会
と
し
て
も
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

佐
藤
議
長
は
、
地
方

に
と
っ
て
は
数
字
以
上

に
大
変
な
実
態
に
な
っ

「
建
設
的
野
党
」

と
は
な
に
か
？

日
本
共
産
党
は

「
建

、

設
的
野
党
」
と
し
て
二

つ
の
仕
事
に
と
り
く
み

ま
す
。

第
一
は
、
現
実
政
治

を
前
に
動
か
し
、
国
民

の
要
求
を
実
現
す
る
と

い
う
仕
事
で
す
。

◆
「
良
い
こ
と
に
は
協

力
」
―
―
実
現
の
た

め
に
は
国
民
の
た
た

か
い
こ
そ
重
要

労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
撤
廃
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の

応
「

益
負
担
」
の
廃
止
、
生

活
保
護
の
母
子
加
算
の

復
活
な
ど
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

◆
「
悪
い
こ
と
に
は
き

っ
ぱ
り
反
対
」
―
―

財
界
主
導
で
持
ち
込

ま
れ
た
問
題
と
た
た

か
う

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由

貿
易
協
定
）
の
交
渉
促

進
、
国
民
多
数
の
声
を

国
会
に
届
か
な
く
さ
せ、

る
衆
院
比
例
定
数
削
減

さ
ら
に
消
費
税
増
税
や

憲
法
９
条
改
定
へ
の
志

向
な
ど
を
、
き
び
し
く

批
判
し
ま
す
。

「

」

◆

問
題
点
を
た
だ
す

―
―
克
服
し
て
い
く

国
民
的
議
論
を
大
い

に
起
こ
そ
う

、

高
速
道
路
の
無
料
化

子
ど
も
手
当
の
た
め
の

増
税
な
ど
が
、
当
面
の

大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。
国
民
の
な
か
で
不

安
が
大
き
い
問
題
で
あ

る
だ
け
に
、
そ
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
国
民
的
議
論
が
大
切

で
す
。

第
二
に

「
財
界
中

、

」、「

」

心

軍
事
同
盟
中
心

と
い
う
日
本
の
政
治
の

ゆ
が
み
を
大
本
か
ら
た

、「

」

だ
し

国
民
が
主
人
公

の
新
し
い
日
本
を
め
ざ

す
仕
事
に
と
り
く
み
ま

す
。



幅
縮
小
が
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
７
３
０
億
円
も

か
け
る
工
事
で
す
。

貨
物
の
３
分
の
１
は
石
炭

温
暖
化
対
策
に
も
逆
行

現
在
の
小
名
浜
港
の
取
り
扱
い。

貨
物
量
の
３
分
の
１
は
石
炭
で
す

環
境
問
題
が
叫
ば
れ
る
中
、
企
業

が
化
石
燃
料
か
ら
撤
退
す
れ
ば
、。

取
り
扱
い
貨
物
量
は
激
減
し
ま
す

全
国
の
重
要
港
湾
が
軒
並
み
赤
字

運
営
し
て
い
る
時
に
小
名
浜
東
港

を
つ
く
っ
て
、
採
算
が
取
れ
る
の

か
疑
問
で
す
。

急
が
な
い
事
業
よ
り
、
新
卒
高

校
生
の
就
職
対
策
に
も
っ
と
予
算

を
振
り
向
け
る
べ
き
と
、
討
論
し

ま
し
た
。

最
終
日
に
、
藤
川
し
ゅ
く
子
県

議
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

藤
川
し
ゅ
く
子
県
議
は
、
９
月

補
正
予
算
の
中
心
は
、
経
済
雇
用

対
策
と
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
予
算

が
付
か
な
か
っ
た
災
害
対
策
や
、

学
校
耐
震
化
関
連
、
あ
ぶ
く
ま
養

護
学
校
増
築
な
ど
県
民
要
望
の
反

映
さ
れ
た
も
の
で
速
や
か
な
執
行

が
求
め
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
、
大

型
事
業
へ
の
大
判
振
る
舞
い
も
あ

る
の
で
賛
成
で
き
な
い
と
述
べ
ま

し
た
。

小
名
浜
人
工
島
に

億
円

78

過
大
な
目
標
に
基
づ
く
計
画

と
り
わ
け
、
小
名
浜
東
港
つ
く

り
に
９
億
円
も
の
補
正
予
算
が
組

ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
事

業
費
総
額
は
、

億
円
を
超
え
る

78

額
に
の
ぼ
り
、
昨
年
度
を
大
き
く

上
回
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

小
名
浜
東
港
整
備
事
業
は
、
28

年
前
に
策
定
さ
れ
た
小
名
浜
沖
人

工
島
構
想
に
あ
り
、
日
米
構
造
協

議
後
、
急
激
に
構
想
規
模
が
拡
大

し
、
埋
め
立
て
面
積
が
１
・
７
倍

に
、
取
り
扱
い
貨
物
量
が
２
０
０

８
年
に
３
０
３
５
万
ト
ン
（
実
績

は
１
８
３
４
万
ト
ン
）
に
伸
び
る、

と
の
過
大
見
込
み
の
計
画
と
さ
れ

１
９
９
４
年
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

党
県
議
団
は

一
貫
し
て
反
対
つ
ら
ぬ
く

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
取
り

扱
い
貨
物
量
実
績
か
ら
見
て
、
工

事
中
止
し
計
画
を
見
直
す
べ
き
と

。

、

求
め
て
き
ま
し
た

２
０
０
２
年

わ
が
党
の
代
表
質
問
に
対
し

「
二

、

期
か
ら
四
期
工
事
を
凍
結
す
る
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
計
画
の
大

新
婦
人
福
島
県
本
部
が
提
出
し

た
「
細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
ワ
ク
チ
ン
（
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
）
の
早
期
定
期
接
種
化
等

を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
藤
川
し
ゅ

く
子
県
議
が
紹
介
議
員
に
な
り
、

日
本
共
産
党
単
独
で
紹
介
議
員
に

な
っ
た
請
願

の
全
会
一
致

採
択
は
、
共

産
党
が
５
人

の
県
議
団
だ

っ
た
時
期
以
外
に
は
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。

「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
を
国
費
で
接

種
化
し
て
い
な
い
国
は
、
中
東
諸

国
と
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
で
は
北

朝
鮮
と
日
本
で
す
」
と
新
婦
人
県

本
部
の
井
上
裕
子
事
務
局
長
は
各

派
ま
わ
り
で
訴
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
自
民
党
か
ら
新
婦
人
事
務
所

に
「
大
切
な
問
題
な
の
で
協
力
し

た
い
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
請
願

を
審
議
す
る
委
員
会
の
席
上
、
自

民
党
の
平
出
孝
朗
県
議
か
ら
「
共

産
党
だ
か
ら
と
継
続
審
査
に
す
る

の
は
良
く
な
い
。
請
願
の
文
面
を

読
む
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
意
見
に
押
さ
れ
て

県
民
連
合
も
賛
成
し
、
全
会
一
致

で
採
択
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

新
婦
人
の
井
上
裕
子
事
務
局
長

は

「
運
動
す
る
こ
と
が
政
治
を
動

、

。

、

か
す
と
実
感
で
き
ま
し
た

今
後

県
の
単
独
助
成
も
求
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

割
を
否
定
す
る
説
明
に
、
一
同
唖

然
と
す
る
空
気
に
な
り
ま
し
た
。

県
民
の
安
全

安
心
確
保
へ

・

更
な
る
議
論
が
必
要

「

、

意
見
書
の

国
の
検
査
機
関
は

経
済
産
業
省
の
組
織
で
は
な
く
、

独
立
し
た
機
関
と
す
る
こ
と
」
に、

つ
い
て
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
が

原
子
力
安
全
・
保
安
院
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
「
原
子
力
安
全
委
員
会
の

機
能
が
強
化
」
さ
れ
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
し
た

あ
る
議
員
は

原

。

「

子
力
不
安
院
だ
」
と
、
あ
ま
り
に

も
ひ
ど
い
答
弁
を
指
摘
し
て
ま
し

た
。そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
９
月

定
例
会
で
の
自
民
党
の
代
表
質
問

で
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
推
進
を
知

事
に
迫
る
こ
と

は
つ
じ
つ
ま
が

合
う
の
で
し
ょ

う
か
。

９
月

日
、
福
島
県
議
会
エ
ネ

18

ル
ギ
ー
政
策
議
員
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
２
（
平
成

）
年

月

日
に
全
会
一
致
で

14

10

11

採
択
し
た

項
目
に
わ
た
る
「
原

10

子
力
発
電
所
に
お
け
る
信
頼
回
復

と
安
全
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」

に
関
し
て
審
議
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
県
議
団
か
ら
宮
川
え
み
子

県
議
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
書
は
東
電
の
デ
ー
タ

改
ざ
ん
な
ど
の
不
正
問
題
と
、
東

電
と
一
緒
に
な
っ
た
国
の
原
子
力

安
全
・
保
安
院
の
背
信
行
為
の
中

で
、
県
議
会
が
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に

再
発
防
止
な
ど
を
求
め
た
も
の
で

す
。

「

」

１
０
０
％
チ
ェ
ッ
ク
は
難
し
い

唖
然
と
す
る
無
責
任
答
弁

議
会
事
務
局
の
経
過
説
明
、
国

の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
と
東
京

電
力
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
原
子
力
安

全
・
保
安
院
の
黒
木
慎
一
審
議
官

は
「
１
０
０
％
チ
ェ
ッ
ク
は
難
し

、

」

い

今
の
人
員
で
は
見
ら
れ
な
い

な
ど
と
原
子
力
安
全
保
安
院
の
役

新日本婦人の会県本部のみなさんから紹介議員
（ ）の要請を受ける県議団 10月６日・県議会控室

発言する宮川えみ子県議

反対討論を行う藤川しゅく子県議（10月15日）

高
校
生
の
就

職
は
深
刻
。

県
の
緊
急
支

援
を
！

学
費
の
高
負

。

担
に
悲
鳴
が

実
態
を
よ
く

見
て
対
応
を

後期高齢者医療

制度の廃止を！

「
建
設
的
野

党
」
と
し
て

積
極
的
に
要

求
実
現
を

、

、

解
雇

生
活
保
護

障
害
者
年
金
等
々

次
々
と
相
談
が
。

深
刻
・
・
・

写
真
右
・
高
橋
千
鶴、

子
衆
院
議
員
を
迎
え

。

切
実
な
要
望
で
懇
談

（
９
月

日
）
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写
真
上
・
９

月
定
例
県
議

会
に
む
け
た

知
事
要
望
。

（

）

９
月
７
日

写
真
上
・
教

員
の
労
組
の

み
な
さ
ん
が

県
と
懇
談
。

（

）

９
月
９
日

写
真
下
・
福

島
市
の
街
頭

何
で
も
相
談

会

（

月

。

10

23

日
）

写真右・年金者組

合が県へ申し入れ

（10月20日）


